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第
百
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
到
来
し
た
こ
と
」
の
下
に「（
当
該
育
児
休
業
等
を
終
了
し
た
日
の
翌
日

が
属
す
る
月
に
法
第
百
条
の
二
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
産
前
産
後
休
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。）」
を

加
え
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
百
条
の
二
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
産
前
産
後
休
業
を
終
了
し
た
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
の
初
日
が

到
来
し
た
こ
と
（
当
該
産
前
産
後
休
業
を
終
了
し
た
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
に
法
第
百
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
育
児
休
業
等
を
開
始
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。）。

第
百
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五
の
二

請
求
者
が
、
組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
子
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
組
合
員
又
は
組
合
員

で
あ
つ
た
者
の
夫
（
障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
夫
を
除
く
。）が
六
十
歳
に
達

し
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨

五
の
三

組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
死
亡
に
つ
い
て
、
そ
の
夫
が
国
民
年
金
法
に
よ
る
遺
族
基
礎
年
金
の

支
給
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

第
百
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項
第
六
号
中
「
妻
」
を
「
配
偶
者
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
の
二
十
八
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

法
第
九
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
遺
族
共
済
年
金
の
受
給
権
者

は
、
そ
の
支
給
を
停
止
さ
れ
る
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
連
合
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
財
務
省
令
第
十
七
号

公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
二
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法

律
第
百
二
十
八
号
）
第
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
育
児
休
業
等
」」
の
下
に
「
、「
産
前
産
後
休
業
」」を
、「
第
四
十
二
条
第
九
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第

十
一
項
」
を
、「
、
育
児
休
業
等
」
の
下
に
「
、
産
前
産
後
休
業
」
を
加
え
る
。

第
九
十
六
条
の
二
中
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
八
項
」
を「
第
九
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
前
四
項
」
を
「
前
五
項
」
に
、「
、
第
三
項
及
び
前
項
」を「
か

ら
前
項
ま
で
の
規
定
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

組
合
は
、
法
第
四
十
二
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
標
準
報
酬
の
改
定
を
希
望
す
る
旨
の
申
出
並
び
に
産
前
産
後

休
業
に
係
る
子
の
氏
名
及
び
生
年
月
日
並
び
に
当
該
産
前
産
後
休
業
の
取
得
期
間
を
証
す
る
書
類
の
提
出
が
組
合
員

か
ら
あ
り
標
準
報
酬
を
改
定
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
標
準
報
酬
産
前
産
後
休
業
終
了
時
改
定

基
礎
届
の
提
出
を
当
該
組
合
員
の
給
与
支
給
機
関
よ
り
受
け
、
標
準
報
酬
を
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

組
合
員
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
長
期
組
合
員
番
号

二

改
定
前
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
及
び
等
級

三

法
第
四
十
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
報
酬
の
総
額

四

標
準
報
酬
の
月
額
を
改
定
す
る
年
月
日

五

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
中
「
又
は
第
九
項
」
を
「
、
第
九
項
又
は
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
第
五
項
中
「
第
一
項
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
を
加
え
、「
事
項
及
び
」
を

「
事
項
並
び
に
」
に
改
め
、「
請
求
書
を
」
の
下
に
「
、
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
と
併
せ
て
」
を
加
え
、
同
項
に

次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
者
が
同
号
に
掲
げ
る
書
類
を
既
に
提
出
し
た
場
合
に
は
、
当
該
書
類
の
提
出
は
、
必
要
な
い
も
の
と

す
る
。

第
百
十
四
条
の
四
十
の
二
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
四
条
の
四
十
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
の
四
十
の
三
の
見
出
し
中
「
受
給
権
者
」
を
「
受
給
権
者
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
場
合
」
の

下
に
「
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
受
給
権
者
に
係
る
所
在
不
明
届
出
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
」
を
加
え
、
同
条
を
第

百
十
四
条
の
四
十
の
四
と
し
、
第
百
十
四
条
の
四
十
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
所
在
不
明
の
届
出
）

第
百
十
四
条
の
四
十
の
三

連
合
会
が
支
給
す
る
年
金
で
あ
る
給
付
の
受
給
権
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ

の
世
帯
に
属
す
る
者
は
、
当
該
受
給
権
者
の
所
在
が
一
月
以
上
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
速
や
か
に
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
所
在
不
明
届
出
書
を
連
合
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

所
在
不
明
届
出
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
当
該
者
と
受
給
権
者
と
の
身
分
関
係

二

受
給
権
者
と
同
一
世
帯
で
あ
る
旨

三

受
給
権
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

四

受
給
権
者
の
年
金
証
書
の
記
号
番
号

五

受
給
権
者
が
所
在
不
明
と
な
つ
た
年
月
日

六

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
十
五
条
の
二
を
第
百
十
五
条
の
二
の
二
と
し
、
第
百
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
産
前
産
後
休
業
期
間
中
の
掛
金
の
免
除
の
申
出
）

第
百
十
五
条
の
二

法
第
百
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
掛
金
の
免
除
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
産
前
産
後
休
業
掛
金
免
除
申
出
書
を
、
産
前
産
後
休
業
の
取
得
期
間
を
証
す
る
書
類
と
併
せ
て
組

合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

組
合
員
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号

二

産
前
産
後
休
業
に
係
る
子
の
出
産
予
定
年
月
日

三

多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨

四

申
出
に
係
る
組
合
員
が
産
前
産
後
休
業
に
係
る
子
を
既
に
出
産
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
子
の
氏
名
及
び

生
年
月
日

五

掛
金
の
免
除
を
希
望
す
る
旨

六

そ
の
他
必
要
な
事
項

２

法
第
百
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
掛
金
が
免
除
さ
れ
て
い
る
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業
の
取
得

期
間
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
変
更
後
の
産
前
産
後
休
業
の
取
得
期
間
を
証
す
る
書
類
を
組
合
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

組
合
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
書
の
提
出
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
掛

金
を
免
除
す
る
旨
及
び
当
該
掛
金
を
免
除
す
る
期
間
を
組
合
員
原
票
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
紙
様
式
第
二
十
四
号
の
二
の
B表
の
注
意
事
項
３
\
中
「平

成
2
6年
３
月
3
1日
ま
で

」
を
「昭

和
1
9年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者

」
に
改
め
る
。

一

受
給
権
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二

遺
族
共
済
年
金
の
年
金
証
書
の
記
号
番
号

三

遺
族
共
済
年
金
の
支
給
停
止
事
由
消
滅
の
事
由

四

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
十
四
条
の
二
十
八
第
三
項
第
一
号
中
「
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
項
の
」
を
「
受
給
権

者
が
障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
前
項
の
届
出
書
を
提
出
す
る
場
合

に
は
、
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
第
一
号
」
を
加
え
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
二
項
の
届
出
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
遺
族
共
済
年
金
を
受
け
る
べ
き
遺
族
に
同
順
位
者
が
二
人
以
上

あ
る
と
き
は
、
第
百
十
四
条
の
二
十
六
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
百
十
四
条
の
三
十
二
の
見
出
し
中
「
に
該
当
す
る
障
害
」
を
「
の
障
害
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第
九
十

一
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
」
を
「
六
十
歳
未
満
の
障
害
等
級
の
一
級
若
し
く
は
二
級
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
夫
、
父
母
若
し
く
は
祖
父
母
で
あ
る
」
に
改
め
る
。
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